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環境経営方針

制定日：2009年12月1日

改定日：2022年6月1日

＜基本理念＞

　当社は「信用を重んじる」をモットーに、お客様第一の電気設備工事を
創造する会社として、常に環境への配慮を考えた事業、活動を展開する。
次世代に残るより良い地球環境の創造を目指します。

＜行動指針＞

１ ．環境経営システムを構築し次の事項を重点的なテーマとして継続的改善に
取り組みます。

取組の重点分野
①  省エネ（電気）省資源（化石燃料）推進によるCO2削減
②  廃棄物分別の徹底と再生利用の向上・施工方法改善による発生量・排出量の削減

③  水使用量の削減
④  環境にやさしい施工の推進、環境配慮型製品の販売促進

２ ．環境保全に関わる法令・規則・条例等を遵守します。

３ ．環境経営レポートを作成し、環境取組の状況を公表します。

４ ．この環境経営方針を全従業員に周知します。

代表取締役
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組織の概要

●事業所名及び代表者名
　　　庄野電気工事株式会社
　　　代表取締役社長　庄野　隆二

●所在地
　　　〒664-0012
兵庫県伊丹市緑ヶ丘1丁目324番地　【　対象事業所　】

●環境保全関係の責任者及び担当者連絡先
　　　環境管理責任者　庄野　隆二
　　　環境管理担当者　井月　大輔
　　　ＴＥＬ：072-782-1375

●認証登録範囲
（対象事業所) 本社

(事業活動) 電気設備・電気通信設備・空調設備・消防設備・太陽光発電設備の工事
（事業許可） ・電気設備

兵庫県知事　許可（特-2）第206355号 許可日　令和3年2月20日
・電気通信設備・消防設備・管工事

兵庫県知事　許可（般-2）第206355号 許可日　令和3年2月20日

●事業の規模

活動規模 単位 2022年度 2023年度 2024年度

売上高 百万円 810 1000 1002

従業員 人 22 25 28

床面積 ㎡ 351.42 351.42 351.42

3 ページ



実施体制の構築

庄野電気工事株式会社  環境経営組織図及び役割・責任・権限表
更新日： 2025年6月1日

認証取得
範囲

（本社）

代表者・環境管理責任者

社長

取締役
EA21推進担当 庄野晴美

専務相談役 環境事務局
井月　大輔 小山　奈津代

部門長

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

を準備
・環境管理責任者を任命
・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ票を承認
・環境経営目標・環境経営計画を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認及び文書類の承認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営目標・環境経営計画原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・文書類及びレポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成
　試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
全協力会者 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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環境負荷等の実績と環境経営目標

　表1．主な環境負荷等の実績

単位 2022年 2023年 2024年

電力使用量 kWh 25,925 25,215 24,127

電気二酸化炭素排出量 Kg-CO2 8,063 7,842 7,503

ガソリン使用量 ℓ 15,607 15,926 16,347

ガソリン二酸化炭素排出量 Kg-CO2 36,207 36,948 37,924

軽油使用量 ℓ 614 2,170 4,559

軽油二酸化炭素排出量 Kg-CO2 1,583 5,600 11,762

総二酸化炭素排出量 kg-CO2 45,938 50,459 57,257

産業廃棄物排出量（廃プラスチック）★１ ｔ 29 23 21

一般廃棄物排出量 Kg 480 480 480

水使用量 ㎥ 111 101 95

グリーン購入 ％ 29 30 32

自動車燃費 km/ℓ 10.8 11.0 10.6

環境配慮した設計と施工及び設備の提案の促進 件 40 41 41

※総二酸化炭素排出量＝電気+ガソリン+軽油+ガス
※電力の二酸化炭素排出係数は関西電力の2021年度調整後排出係数（0.311kg-CO2/kWh)を用いた
★１有価物金属物は含まれていない

　表2.環境経営目標設定書
基準年は2023年度

単位 基準値 2024年 2025年 2026年

電力使用量 kWh 25,215 25,088 24,962 24,837

電気使用量（二酸化炭素排出量） kg-CO2 7,842 7,803 7,764 7,725

産業廃棄物排出量 ｔ 38ー（適正管理）ー（適正管理）ー（適正管理）

一般廃棄物排出量 Kg 480 478 475 473

水使用量 ㎥ 101 100 99 99

グリーン購入 ％ 30 30.5 31 31.5

自動車燃費 km/ℓ 11.0 11.1 11.1 11.2

環境配慮した設計と施工及び設備の提案の促進 件 41 42 43 44

※環境目標は前年の数値を参照するため、次年度の数値のみ記載

　各年度の目標値は前年度から０．５％削減

※環境配慮した設計と施工及び設備の提案の促進については前年+1とする

※化学物質は使用していないため目標は設定していない
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環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

電力の削減
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

エアコンの適切温度 ○達成 呼びかけをもっとする エアコンの適切温度

不要照明の消灯 目標/実績（Kg-CO2） 不要照明の消灯

7,803 / 7,503

達成率 104%

産業廃棄物の適正管理
今年度取組 評価 次年度取組

金属廃棄物分別の徹底 ○達成 金属廃棄物分別の徹底

目標/実績(t)

適正管理 / 適正管理

一般廃棄物の削減
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

一般廃棄物の軽減 ×未達成
コンパクトを意識すること

一般廃棄物の軽減

目標/実績（ｔ）

477.60 / 480.00

達成率 99.5%

水使用量の削減
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

節水の呼びかけ ○達成 ポップを掲示する 節水の呼びかけ

目標/実績（㎥）

100 / 95

達成率 106%
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環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

グリーン購入の推進
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

対象品の製品購入 ○達成 引き続き意識する 対象品の製品購入

目標/実績（％）

31 / 32

達成率 105%

燃費率の向上
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

加速、減速の少ない運転 ×未達成 無駄な加速を防止する 加速、減速の少ない運転

ガソリン最安値日の共有 目標/実績(km/ℓ) ガソリン最安値日の共有

11.1 / 10.6

達成率 95%

環境に配慮した提案の推進
今年度取組 評価 考察（反省点）(振り返り） 次年度取組

LED照明提案 ×未達成 引き続き行う LED照明提案

エコシルフィの提案 目標/実績（件） エコシルフィの提案

42 / 41

達成率 98%

※天井から床への送風による温度ムラ等の改善ができる装置（２０％省エネ）

＜燃費の内訳＞

※ ※

　計14台
平均
≒11.03(k
m/ℓ)

2024年
度
総合燃
費

　計11台
平均
≒9.53(km
/ℓ)

内訳
一般車

　計3台
平均

≒17.07(k
m/ℓ)

内訳
ハイブリ

ッド
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環境活動の取組結果

毎月の全体会議の中で、電気使用量、水道使用量、ガソリン使用量、燃費の報告をしているため

社員全員で環境に配慮した行動が年々できていると思う。

不必要な電気の使用を社員全員で気にすることにより会社の利益にもつながり、

また、仕事回りのルートの考慮などは、業務の効率化にもつながり、

環境にも働き方にも効果がある動きを目指している。

今年度はベランダ工事のため、エコカーテンの実施ができなかったが、

ブラインドを降ろすなどして事務所への日光を防ぐ活動をした。

産業廃棄物におきましても、体積をできるだけ減らすことを意識する置き方、金属類の分別など

意識していけるよう、今後も呼びかけ続けてまいります。

m/ℓ) /ℓ) m/ℓ)
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環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反・訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は、次のとおりです。

適用される法規制等 遵守すべき要求事項 遵守評価

廃棄物処理法

廃棄物収集・運搬事業者及び廃棄物処理業者との委託契約 〇

マニフェスト伝票の５年間保管・確認・管理 〇

毎年6月30日までに産業廃棄物管理票交付等状況報告書提出 〇

廃棄物置き場　看板の設置 〇

騒音規制法 特定建設作業開始の７日前までに市長への届出 〇

振動規制法 特定建設作業開始の７日前までに市長への届出 〇

自動車排出NOｘ・PM法
事業活動に伴う自動車排出窒素酸化物等の

〇
排出抑制のために必要な措置を講ずるように努める。

フロン排出抑制法
業務用エアコンの廃棄・修理・整備時、フロン回収業者への引き渡し義務

〇
4半期に1回自社点検の義務・記録の保管

消防法 危険物保管の指定数量1/5以上の届出 〇

下水道法 公共下水道管理者にあらかじめ届出 〇

環境法規制等の順守状況に関する定期評価の結果、環境法規制等の

逸脱はありませんでした。

過去３年間、関係機関等から環境関連法規制について指導、指摘等は

ありませんでした。

また、訴訟等も１件もありませんでした。

遵守評価日：2025年6月1日
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代表者による全体の評価と見直し・指示

電力 燃料

目標達成 目標未達成

評価 評価

週に1度のノー残業デーの定着、不要
電気消灯、エアコンの設定温度の配
慮、エコシルフィ使用、グリーンカーテ
ンなど、いろいろな取組み、呼び掛け
をしていたことが実り、目標達成となっ
た。今後も1人1人が努力し、電気量を
最低限に抑えられるようにしていきた
い。

車内の整頓を毎月行い報告することで
無駄な積載を予防することができてい
ると思う。走行距離の記入をし、毎月の
会議での1台ずつの燃費の報告など
により意識向上にも繋がっている。今
後も社員一丸となって取り組んでいき
たい。

水道水の削減 産業廃棄物処理量

目標達成 目標達成

評価 評価

毎月の水道代の報告、節水の呼び掛
けなどを行い、社員の意識を高めてい
る。トイレの水道はオートとなっている
ため、手洗時に必要以上の水は使用
しなくて良いため節水に繋がったと思
う。これからも、節水の意識が続くよう
呼びかけをしていきたい。

産業廃棄物の体積の削減、金属の分
別など手間がかかることにはなるが、
社員一人一人の意識により形となるも
のなので、今後も意識付のために呼び
かけ続けていきたい。

＜実施体制＞
変更なし

＜見直し＞
人員増加に伴い、使用量の増加となるが、個々への教育や社内全体での教育の場を
増やす必要がある

＜指示＞
電気・水道については引き続き社員同士での声掛け、新人社員への教育、社内掲示物の場所を 増や
して視覚的にも意識が向くように工夫していく。
燃料についても、社用車も増え、受注量が増えることから増加傾向となるが、
社用車のメンテナンスの徹底、現場へのルートの再考、車内の整理整頓の徹底を引き続き行う。
産廃についても、リサイクルや分別の徹底、一人一人のひとつの手間が積み重なることで、大きな結果
へと繋がることを意識し行動に移していくこと。 

2025年6月1日
庄野電気工事株式会社
代表取締役　庄野 隆二
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所在地

阪急「伊丹」駅より伊丹市バス

49・50番「緑ヶ丘小学校前」

下車徒歩3分
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環境活動

直射日光を避けるためブランドを下げる

エコキャップ デジタルサイネージ
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